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イチゴ摘み体験

平
成
30
年
度
予
算
に
お
け
る

主
要
施
策
は

総
合
運
動
公
園
の
整
備
内
容
は

問答

問答 連
携
強
化
に
よ
る
地
域
完
結
型
医
療
の
構

築
等
を
、
「
と
ち
ぎ
を
リ
ー
ド
す
る
産
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
全
国
い
ち
ご
サ

ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
た
情
報
発
信
等
を
、

「
ま
ち
の
活
力
再
生
・
魅
力
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
交
流
拠
点
施
設
基
本

構
想
策
定
等
の
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

柴
議
員　

総
合
運
動
公
園
南
ブ
ロ
ッ

　
　

ク
の
整
備
に
つ
い
て
、
そ
の
日
程
及

び
内
容
を
伺
う
。

　
　

市
長　

総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は

　
　

平
成
23
年
度
か
ら
建
設
工
事
を
進
め

て
お
り
、
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

総
合
運
動
公
園
は
、
本
市
の
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
と
な
る

施
設
で
あ
り
、
南
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
も

硬
式
野
球
場
の
建
設
を
含
め
て
、
継
続
し

て
整
備
を
進
め
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

平
成
30
年
度
に
基
本
設
計
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
り
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
や

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
の
検
討
を
行
い
、

導
入
す
べ
き
機
能
、
設
備
等
の
見
直
し
な

ど
、
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
も
お
か
創
生
」

の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
。

柴　　惠 議員

　
　

柴
議
員　

平
成
30
年
度
予
算
に
お
け

　
　

る
主
要
施
策
を
伺
う
。

　
　

市
長　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
戦
略
と

　
　

位
置
づ
け
た
「
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　

「
こ
ど
も
の
元
気
な
成
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
学
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組
等

を
、
「
若
い
世
代
・
子
育
て
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
若
者
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
の
促
進
等
を
、
「
い
つ
ま
で
も
安
心
な

暮
ら
し
の
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

移
転
新
築
予
定
の
芳
賀
赤
十
字
病
院
と
の

　
　

鶴
見
議
員　

長
田
歩
道
橋
南
交
差
点

　
　

の
交
通
安
全
確
保
と
通
学
路
の
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
民
生
活
部
長　

長
田
歩
道
橋
南
側

　
　

の
交
差
点
は
、
交
通
量
も
多
く
、
見

通
し
も
悪
い
た
め
、
危
険
な
箇
所
と
認
識

し
て
い
る
。
新
年
度
、
交
通
指
導
員
の
配

置
に
よ
り
、
登
校
時
の
児
童
が
安
心
し
て

横
断
歩
道
を
渡
れ
る
よ
う
、
安
全
確
保
に

努
め
る
。

　
　

建
設
部
長　

長
田
歩
道
橋
南
か
ら
長

　
　

田
小
学
校
ま
で
の
市
道
に
は
、
南
側

長
田
小
学
校
に
通
う
児
童
の

通
学
路
の
安
全
確
保
は

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

安
否
確
認
の
た
め
の
方
策
は

問答答

問答 に
し
か
歩
道
が
な
く
、
関
係
者
か
ら
北
側

へ
の
歩
道
設
置
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
市
道
２

４
５
号
線
の
歩
道
整
備
事
業
に
着
手
し
、

一
日
も
早
い
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、

平
成
32
年
度
中
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て

い
く
。

　
　

鶴
見
議
員　

現
在
の
一
人
暮
ら
し
高

　
　

齢
者
等
の
安
否
確
認
の
方
法
と
、
今

後
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長　

現
在
実
施
し
て
い

　
　

る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
安
否
確

認
は
、
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
地
域
共
助
活
動
推
進
事
業
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、
ハ
ロ
ー
コ
ー

ル
、
真
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る
高
齢
者
世
帯
実
態
把
握
業

務
、
民
生
委
員
と
の
連
携
に
よ
る
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
の
実

態
調
査
が
あ
る
。

　

今
後
の
安
否
確
認
の
方
策
と
し
て
は
、

引
き
続
き
、
各
地
区
の
民
生
委
員
と
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
実
施
し
て
い
る

事
業
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
皆
様
が
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

鶴見和弘 議員長田歩道橋

市政に対する市政に対する 問質般一
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ＩＣＴ機器を利用した児童集会

　
　
大
瀧
議
員　

選
挙
権
年
齢
が
引
き
下

　
　

げ
ら
れ
、
３
回
の
選
挙
が
あ
っ
た
。

10
代
の
投
票
率
の
結
果
を
今
後
ど
の
よ
う

に
主
権
者
教
育
に
反
映
す
る
の
か
。
ま

た
、
真
岡
西
中
で
は
、
生
徒
会
選
挙
で
実

際
の
選
挙
に
近
い
取
組
を
し
て
い
る
が
、

市
内
全
中
学
校
に
広
め
て
は
い
か
が
か
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

い
ず
れ

　
　

の
選
挙
に
お
い
て
も
、
18
歳
の
投
票

率
が
19
歳
の
投
票
率
を
上
回
っ
て
お
り
、

高
校
生
を
対
象
と
し
た
主
権
者
教
育
が
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

主

権

者

教

育

の

推

進

を

新

産

業

団

地

の

計

画

は

問

問答

答

答 今
後
も
各
種
主
権
者
教
育
を
推
進
し
、
若

者
の
投
票
率
向
上
に
努
め
る
。

　
　
教
育
長　

真
岡
西
中
学
校
以
外
の
中

　
　

学
校
で
も
、
実
際
の
選
挙
に
近
い
形

で
の
生
徒
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の

で
、
よ
り
充
実
し
た
生
徒
会
活
動
が
展
開

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
　
大
瀧
議
員　

新
産
業
団
地
の
計
画
に

　
　

つ
い
て
、
進
捗
状
況
、
計
画
面
積
、

計
画
位
置
、
区
域
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
長　

７
月
に
「
新
産
業
団
地
適
地

　
　

調
査
・
基
本
構
想
策
定
業
務
」
を
専

門
業
者
に
委
託
し
、
調
査
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
中
間
報
告
を
も
と
に
、
副

市
長
を
委
員
長
と
し
、
関
係
部
課
長
で
組

織
す
る
庁
内
検
討
委
員
会
や
、
関
係
係
長

で
組
織
す
る
検
討
部
会
で
、
新
産
業
団
地

の
必
要
性
を
総
合
的
に
分
析
、
検
討
し
て

い
る
。

　

計
画
面
積
は
、
上
限
50　

、
位
置
、
区

域
に
つ
い
て
は
、
立
地
条
件
、
法
的
規
制

条
件
、
採
算
性
等
を
指
標
と
し
、
総
合
的

に
評
価
し
な
が
ら
、
適
地
の
選
定
作
業
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
も
実
施
し
、
今
年
度
末
ま
で
に
可
否
の

判
断
、
適
地
の
選
定
を
し
て
い
く
。

大瀧和弘 議員

　
　
服
部
議
員　

小
中
学
校
に
お
い
て
、

　
　

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
へ
の
学
力
向
上

を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

早
期
導
入
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

　
　
教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
つ

　
　

い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
小
中
学
校

か
ら
モ
デ
ル
校
を
１
校
ず
つ
指
定
し
、
授

業
で
の
使
い
方
や
活
用
の
方
法
な
ど
、
実

際
に
利
用
し
て
い
く
中
で
、
ど
の
よ
う
な

機
能
が
必
要
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
教

材
が
有
効
か
等
に
つ
い
て
検
証
し
、
平
成

31
年
度
に
は
市
内
全
小
中
学
校
へ
の
タ
ブ

問答

問答 レ
ッ
ト
導
入
を
目
指
し
、
推
進
し
て
い

く
。

　

設
置
台
数
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

２
人
で
１
台
の
環
境
か
ら
、
１
人
で
１
台

と
な
る
よ
う
に
増
設
し
、
学
校
に
お
け
る

情
報
教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
早
期
導
入
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

服
部
議
員　

病
害
虫
防
除
を
目
的
と

　
　

す
る
あ
ぜ
道
等
の
枯
れ
草
焼
却
を
、

組
織
的
に
市
内
一
斉
の
実
施
を
し
て
は
い

か
が
か
。

　
　
産
業
環
境
部
長　

以
前
は
、
市
全
域

　
　

一
斉
に
あ
ぜ
道
等
の
枯
れ
草
焼
却
を

実
施
し
て
い
た
が
、
自
粛
要
請
が
あ
り
、

２
年
間
自
粛
し
た
。
そ
の
後
、
自
粛
要
請

は
無
く
な
っ
た
が
、
水
田
で
発
生
す
る
病

害
虫
は
、
抵
抗
性
品
種
の
作
付
け
や
薬
剤

施
用
、
草
刈
り
な
ど
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
発
生
を
抑
制
で
き
、

ま
た
、
焼
却
の
際
に
延
焼
事
故
の
懸
念
や

住
民
か
ら
の
苦
情
に
よ
り
、
枯
れ
草
焼
却

以
外
で
の
防
除
方
法
を
効
果
的
に
実
施
す

る
よ
う
指
導
願
い
た
い
旨
、
県
か
ら
通
知

が
あ
っ
た
。
現
在
は
、
市
内
一
斉
の
枯
れ

草
焼
却
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

枯
れ
草
焼
却
の

組
織
的
な
市
内
一
斉
の
実
施
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
早
期
推
進
は

服部正一郎 議員

生徒会選挙での街頭演説
（真岡西中学校）

ha
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内方線付きの点状ブロック

真
岡
鐵
道
の
駅
ホ
ー
ム
の
整
備
を

無

電

柱

化

の

推

進

を

問答

問答 の
方
向
を
知
ら
せ
る
内
方
線
付
き
の
点
状

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
た
。
他
駅
へ
の
内
方

線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
真
岡
鐵
道
が
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
県
や
沿
線
市
町
と
連

携
し
、
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
改
修
を
検

討
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

　
　
荒
川
議
員　

無
電
柱
化
は
、
防
災
対

　
　

策
、
景
観
の
改
善
、
歩
道
の
快
適
性

確
保
に
有
効
で
あ
る
。
無
電
柱
化
に
向
け

た
中
長
期
的
計
画
の
策
定
や
、
無
電
柱
化

の
方
策
等
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
長　

本
市
の
無
電
柱
化
は
、
栃
木

　
　

県
が
随
時
、
計
画
を
策
定
し
、
整
備

を
進
め
て
き
て
お
り
、
現
在
は
、
第
６
期

無
電
柱
化
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
無
電
柱
化
の
推
進
に

関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
国
に
お
い
て

は
、
法
に
基
づ
く
具
体
的
な
無
電
柱
化
推

進
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国

や
県
の
計
画
策
定
と
合
わ
せ
て
、
本
市
の

無
電
柱
化
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
積
極
的

に
電
線
地
中
化
を
推
進
し
て
い
く
の
で
、

条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

荒川洋子 議員

　
　
荒
川
議
員　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

　
　

く
り
の
一
環
と
し
て
、
真
岡
鐵
道
に

対
し
、
駅
ホ
ー
ム
に
視
覚
障
が
い
者
の
転

落
防
止
効
果
が
高
い
内
方
線
付
き
点
状
ブ

ロ
ッ
ク
を
整
備
す
る
よ
う
、
支
援
を
行
っ

て
は
い
か
が
か
。

　
　
総
務
部
長　

真
岡
鐵
道
の
駅
ホ
ー
ム

　
　

に
つ
い
て
は
、
線
路
へ
の
転
落
や
車

両
と
の
接
触
防
止
の
た
め
、
す
べ
て
の
駅

ホ
ー
ム
に
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
北
真
岡
駅
及
び
寺
内
駅
で
は
、
駅

ホ
ー
ム
の
改
修
に
あ
わ
せ
、
ホ
ー
ム
中
央

　
　
日
下
田
議
員　

真
岡
市
に
は
、
空
き

　
　

家
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、

環
境
等
が
管
理
さ
れ
て
い
る
程
度
で
区
分

け
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
市
民
生
活
部
長　

空
き
家
は
、
家
屋

　
　

等
の
状
態
に
よ
り
、
Ａ
か
ら
Ｄ
の
４

つ
の
ラ
ン
ク
に
区
分
し
て
い
る
。
Ａ
ラ
ン

ク
は
、
居
住
は
し
て
い
な
い
が
、
電
気
が

通
っ
て
い
る
な
ど
、
生
活
実
態
が
確
認
で

き
る
も
の
で
、
空
き
家
の
件
数
か
ら
除
い

て
い
る
。
Ｂ
ラ
ン
ク
は
、
家
屋
等
に
老
朽

化
に
よ
る
破
損
が
な
い
も
の
で
１
３
４
件
、

市
内
の
空
き
家
の件

数
及
び
区
分
け
は

小
規
模
事
業
所
の
事
業
承
継
へ
の

支
援
は

問答

問答 Ｃ
ラ
ン
ク
は
、
家
屋
等
に
軽
微
な
破
損
は

あ
る
が
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で

１
７
１
件
、
Ｄ
ラ
ン
ク
は
、
家
屋
等
が
崩

壊
・
飛
散
し
た
場
合
に
近
隣
住
民
等
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
で
１
１
２
件
で

あ
り
、
平
成
29
年
11
月
末
現
在
の
合
計
は

４
１
７
件
で
あ
る
。

　
　
日
下
田
議
員　

小
規
模
事
業
所
の
事

　
　

業
承
継
に
関
し
、
事
業
者
の
紹
介
、

補
助
金
の
交
付
、
指
導
等
の
支
援
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
産
業
環
境
部
長　

中
小
企
業
・
小
規

　
　

模
事
業
者
に
お
け
る
事
業
承
継
に
つ

い
て
は
、
国
の
委
託
事
業
に
よ
り
、
「
事

業
承
継
診
断
運
動
」
を
実
施
し
て
お
り
、

真
岡
商
工
会
議
所
、
に
の
み
や
商
工
会
が

中
心
と
な
り
、
個
別
訪
問
等
に
よ
る
現
状

の
把
握
や
中
小
企
業
経
営
者
の
事
業
承
継

に
対
す
る
意
識
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、

「
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
紹
介
や
「
栃
木
県
事
業

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
事
案
の
引

継
ぎ
な
ど
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
市
内
商
工
団
体
や
県
及
び
関
係

機
関
な
ど
と
連
携
を
密
に
し
、
円
滑
な
事

業
承
継
の
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

日下田喜義 議員空き家
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防災訓練

　
　
池
上
議
員　

電
気
自
動
車
に
つ
い
て

　
　

公
用
車
と
し
て
の
現
状
の
使
用
台
数

及
び
導
入
計
画
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
太

陽
光
発
電
等
に
係
る
施
策
で
、
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
等
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
に
対
し
、

補
助
金
導
入
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
総
務
部
長　

現
在
、
市
の
電
気
自
動

　
　

車
は
２
台
で
、
公
用
車
全
体
の
内
、

約
１
％
で
あ
る
。
今
後
の
導
入
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
観
点
や
庁
内
で
の
利
用
目

的
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

交
通
に
関
わ
る
施
策
は

問

問答答

答

答　　
産
業
環
境
部
長　

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

　
　

ギ
ー
に
お
い
て
は
、
太
陽
光
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発

電
、
節
電
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
、
蓄
電
等
に

よ
り
一
層
効
果
的
と
な
る
の
で
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
を
含
め
た
補
助
制
度
に
つ
い

て
も
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

　
　
池
上
議
員　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

　
　

返
納
の
支
援
の
見
直
し
及
び
運
転
免

許
証
書
換
え
の
支
援
や
、
公
共
交
通
に
お
け

る
改
善
、
見
直
し
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
民
生
活
部
長　

運
転
免
許
証
自
主

　
　

返
納
の
支
援
の
見
直
し
は
、
考
え
て

い
な
い
。
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
書
換
え

は
、
受
講
者
が
多
い
た
め
、
早
め
の
予
約

を
周
知
し
て
い
く
。

　
　
総
務
部
長　

公
共
交
通
に
お
け
る
改

　
　

善
と
し
て
、
い
ち
ご
タ
ク
シ
ー
で
は

目
的
地
を
19
か
所
か
ら
１
３
３
か
所
ま
で

追
加
す
る
と
と
も
に
、
コ
ッ
ト
ベ
リ
ー
号

で
は
停
留
所
の
追
加
や
運
行
時
刻
の
修
正

を
実
施
し
た
。
見
直
し
と
し
て
は
、
コ
ッ

ト
ベ
リ
ー
号
で
、
現
在
１
コ
ー
ス
に
よ
る

右
回
り
・
左
回
り
の
運
行
を
、
東
回
り
・

西
回
り
の
２
系
統
に
分
離
し
、
３
か
所
の

乗
継
場
所
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

池上正美 議員

　
　
渡
邉
議
員　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定

　
　

し
、
市
民
避
難
の
対
策
を
行
う
こ
と

で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
市
民
生
活
部
長　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と

　
　

は
、
鬼
怒
川
、
小
貝
川
、
五
行
川
の

３
河
川
に
お
い
て
、
洪
水
の
発
生
を
想
定

し
、
避
難
勧
告
発
令
等
を
的
確
に
行
う
た

め
の
行
動
計
画
で
あ
る
。
国
の
鬼
怒
川
、

小
貝
川
等
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
平
成
28

年
に
策
定
済
で
あ
る
が
、
平
成
30
年
に
新

た
な
も
の
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

問答

問答 県
の
五
行
川
等
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
未

策
定
で
あ
る
が
、
今
年
度
の
策
定
に
向
け

資
料
を
県
へ
提
出
し
た
。
本
市
の
３
河
川

で
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
避
難
指
示
を
的
確
に
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
人
的
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

渡
邉
議
員　

近
年
の
豪
雨
増
加
に
よ

　
　

り
、
現
在
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
、
対
応
が
困
難
で
は
な
い
か
。
更
新

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
長　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

　
　

前
回
の
更
新
か
ら
約
４
年
が
経
過

し
、
鬼
怒
川
、
小
貝
川
、
五
行
川
で
洪
水

の
際
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
の
深
さ
が
、
再

度
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
平
成
30

年
度
に
改
定
す
る
。

　

新
し
い
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
市
内
全
戸
へ
配
布
す
る
ほ
か
、
公

共
施
設
に
お
い
て
掲
示
す
る
と
と
も
に
、

配
布
用
と
し
て
常
備
す
る
。
併
せ
て
、
市

内
在
住
の
外
国
人
向
け
に
、
英
語
、
中
国

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
記

載
さ
れ
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
作
成

し
、
配
布
す
る
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
は

タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
防
災
行
動
計
画
）の

策
定
を

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
お
か
の推

進
は

渡邉　隆 議員

電気自動車（公用車）

、
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中
村
議
員　

市
と
し
て
は
、
病
院
移

　
　

転
後
の
跡
地
利
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、
日
赤
側
と
情
報
共
有
化
を
進
め
て
い

る
の
か
。
南
館
へ
の
民
間
病
院
誘
致
や
、

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
住
宅
等
の
整
備
を

促
進
さ
せ
「
真
岡
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
を
目

指
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
長　

芳
賀
赤
十
字
病
院
の
跡
地
利

　
　

用
に
つ
い
て
は
、
土
地
及
び
建
物
が
日

本
赤
十
字
社
の
所
有
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

本
的
に
は
同
社
が
検
討
し
、
決
定
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
心
市
街
地
の
２　

芳
賀
赤
十
字
病
院
の
跡
地
利
用
は

障
が
い
者
等
を
対
象
と
し
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
は

問答

問答 に
も
及
ぶ
土
地
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
本
市

と
し
て
も
日
赤
本
社
の
動
向
を
踏
ま
え
、
日

赤
栃
木
県
支
部
や
栃
木
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
る
。
ま
た
、
日
赤
側
と
は
機

会
ご
と
に
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
る
。
南
館
の
活
用
等
に
つ
い
て

も
注
視
し
て
い
く
。

　
　
中
村
議
員　

本
市
で
は
障
が
い
者
を

　
　

対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の

生
活
拠
点
が
不
足
し
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　

市
内
で
は
４
つ
の

　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
設
置
・
運
営
さ

れ
、
定
員
の
合
計
は
20
名
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
常
に
満
員
の
状
態
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
社
会
福
祉
法
人
等
が
主
体
と
な
っ
て

設
置
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

今
年
度
、
市
内
に
拠
点
を
持
つ
社
会
福

祉
法
人
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
拡

充
に
つ
い
て
働
き
か
け
た
が
、
現
時
点
で

の
拡
充
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
も
働
き
か
け
を
続
け
る
と
と
も
に
、

近
隣
自
治
体
の
法
人
等
に
対
し
て
も
、
設

置
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

中村和彦 議員

　
　
飯
塚
議
員　

根
本
山
の
四
季
桜
が
枯

　
　

れ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
以
前
の

よ
う
な
観
賞
甲
斐
の
あ
る
景
観
に
な
る
よ

う
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
産
業
環
境
部
長　

四
季
桜
に
つ
い
て

　
　

は
、
周
り
の
樹
木
が
大
き
く
な
り
陽

が
当
た
り
に
く
く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

急
斜
面
の
岩
盤
の
土
地
で
あ
る
こ
と
な
ど

も
樹
勢
の
衰
え
の
要
因
と
考
え
、
樹
木
の

伐
採
や
施
肥
な
ど
で
、
花
の
咲
き
が
良
く

な
る
よ
う
管
理
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、

台
風
の
影
響
で
倒
れ
た
り
、
樹
齢
や
病
気

根
本
山
の
四
季
桜
の
整
備
を

核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
の

見
解
は

問答

問答 な
ど
で
生
育
が
弱
り
、
立
ち
枯
れ
も
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
平
成
22

年
度
に
５
本
、
27
年
度
に
12
本
、
28
年
度

に
15
本
の
植
樹
を
実
施
し
た
。

　

引
き
続
き
、
枯
れ
枝
の
撤
去
や
植
樹
し

た
木
の
育
成
な
ど
、
維
持
管
理
に
努
め
て

い
く
。

　
　
飯
塚
議
員　

国
連
会
議
で
人
類
史
上

　
　

初
め
て
核
兵
器
を
違
法
化
す
る
核
兵
器

禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
が
、
条
約
に
つ
い

て
の
見
解
を
求
め
る
。
ま
た
、
同
条
約
に
参

加
す
る
国
・
政
府
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
市

長
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
へ
の
署
名

を
求
め
る
。

　
　
市
長　

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

　
　

り
、
本
市
は
昭
和
62
年
12
月
１
日
、

あ
ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
廃
絶

を
求
め
て
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い

る
。
核
兵
器
を
無
く
し
、
恒
久
平
和
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
全
人
類
の
願
い
で
あ

り
、
「
核
な
き
世
界
」
の
実
現
を
願
っ
て

い
る
。

　

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
へ
の
署
名

に
つ
い
て
は
、
本
市
が
非
核
平
和
都
市
宣

言
を
し
て
い
る
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

趣
旨
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
く
。

飯塚　正 議員

芳賀赤十字病院

根本山の四季桜

ha


